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二

つ
の
織
物

‐８
日
か
ら
長
岡
京
で
展
示
会

農
村
が
育

ん
だ

フイリピン中部の山村のマリナオ村で古くから受け継
がれてきた織物と、宮津市上世屋に伝わる藤織りを紹介

する展示会力ヽ 18日 に長岡京市天神 2丁目の錦水亭竹生

園で始まる。それぞれが何世代にもわたって磨き上げら

れてきた手仕事による美が際立つ織物で、展示を通じて

未来へ継承する二助にしたいという。  (中 村幸恵)

民芸の価値を未来へ

/OtO― np.cojp

フィリピン宮津市上世屋

フジの つ るの繊維 を つ

な い で い く齊 藤 さ ん 。

根 気 の い る作 業 とい う

(富津 市 上 世屋 )

レー スの よ うな編 み 目が 目を弓!く アノヽ 力 で

編 ん だ帯 や和 装 用 か ばん 僚 都市 下京 区 )

=撮 影 `辰己直 申

マ
リ
ナ
オ
村
の
織
物
は
、
バ
ナ

ナ
に
似
た
葉
を
持
つ
植
物

「ア
バ

と

の
繊
維
を
「マ
ク
ラ
メ
編
み
」

と
い
う
技
法
で
編
ん
で
い
る
。　
一

方
ヽ
藤
織
り
は
フ
ジ
の
繊
維
か
ら

糸
を
作
り
、
布
に
織
る
。
マ
リ
ナ

オ
村
で
は
乏
し
い
農
業
収
入
を
補

う
内
職
と
し
て
、
上
世
屋
で
は
雪

に
開
ざ
さ
れ
る
冬
の
仕
事
と
し
て

女
性
た
ち
に
受
け
継
が
れ
て
き
た

が
、
共
に
都
市
部
へ
の
人
口
流
出

な
ど
で
生
産
者
が
減
少
し
て
い

る
。展

示
会
は
、
異
な
る
国
な
が
ら

共
通
点
の
多
い
二
つ
の
織
物
の
魅

力
を
発
信
し
よ
う
と
、
マ
リ
ナ
オ

村
の
製
品
を
輸
入
販
売
す
る
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
「フ
ェ
ア

・
プ
ラ
ス
」
企
示

都
市
下
京
区
）
が
企
画
し
た
。

マ
リ
ナ
オ
村
の
織
物
は
淡
い
生

成
り
の
色
合
い
や
繊
細
な
編
み
目

が
特
徴
。
会
場
で́
、
フ
ェ
ア

・
プ

ラ
ス
が
商
品
開
発
し
て
現
地
の
生

産
者
が
手
掛
け
た
帯
や
和
装
用
か

ば
ん
を
並
べ
る
。
藤
織
り
は
、
上

世
屋
に
移
住
し
て
工
房
を
開
い
た

齊
藤
麻
弓
さ
ん
に
よ
る
帯
や
タ
ペ

ス
ト
リ
ー
。
マ
ク
ラ
メ
編
み
の
映

像
■
映
や
齊
藤
さ
ん
に
よ
る
実
演

も
あ
り
、
伝
統
的
な
制
作
工
程
も

紹
介
す
る
。

同
法
人
の
河
西
実
事
務
局
長

（６９
）
は

「農
村
の
共
同
体
の
中

で
育
ま
れ
て
き
た
民
芸
の
美
し
さ

や
普
遍
的
価
値
を
伝
え
、
未
来
ヘ

と
つ
な
げ
て
い
き
た
い
」
と
話
し

て
い
る
。

２６
日
ま
で
（２‐
日
は
休
み
）
。

１９

日
こ
２６
日
の
午
後
１
時
か
ら
マ
リ

ナ
オ
村
の
生
産
者
と
齊
藤
さ
ん
に

よ
る
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
と
制
作
実

演
。
マ
リ
ナ
オ
村
と
オ
ン
ラ
イ
ン

で
つ
な
ぐ
。２６
日
は
民
芸
に
詳
し

い
鞍
田
崇
明
治
大
准
教
授
の
講
演

も
。

２６
日
の
み
要
予
約
。
入
場
無

料
問

い
合
わ
せ
は
フ
ェ
ア
・プ
ラ

ス
０
７
５
（７
４
４
）
０
６
４
６
。

マジナオ村の織物


